
演 題 
【第一部】 

 

１ 美馬和牛改良組合の「粗飼料多給型牛」認定に対する取組み（続報） 

   徳島県西部家保 森川繁樹 

 

２ 徳島家保本所における飼養衛生管理支援システムを用いた養鶏農場一斉点検

報告の準備作業 

   徳島県徳島家保 山本亮平 

 

３ 防疫指針改正に伴う鳥インフルエンザ（HPAI）病性鑑定体制の再整備 

   徳島県徳島家保 井口陽香 

 

【第二部】 

 

４ 管内３農場での流行性出血病ウイルス(血清型６)感染事例 

   徳島県西部家保 森川かほり 

 

５ 乳房炎検査における乳汁保存条件の検討 

   徳島県徳島家保 下田真暉 

 

６ Enterococcus cecorum による週齢ごとの病態 

   徳島県徳島家保 小原彩子 

 

７ 肉養鶏農場の Enterococcus cecorum による化膿性脊椎炎 

   徳島県西部家保 岡脇良奈 

 

８ 洗浄消毒効果の把握を目的とする入雛前鶏舎内ふき取り検査の有用性 

   徳島県徳島家保 可児宏章 

 

【第三部】 

 

９ 豚の肉質改良の指標となる 1 塩基多型の探索 

   畜産研究課 新居雅宏 

 

10 サイレージの好気的変敗防止技術の検討 

   畜産研究課 白田英樹 

 



【 第 一 部 】  
 
１  美 馬 和 牛 改 良 組 合 の 「 粗 飼 料 多 給 型 牛 」 認 定 に

対 す る 取 組 み （ 続 報 ）  
： 徳 島 県 西 部 家 保  森 川 繁 樹 、 竹 元 一 軌  

 
 美 馬 和 牛 改 良 組 合 が 取 組 中 の 適 正 な 飼 料 給 与 に よ
る 肥 育 素 牛 生 産 を 認 定 す る 制 度 「 粗 飼 料 多 給 型 牛 」
（ 以 下 、 認 定 牛 ） に つ い て は 、 制 度 設 立 （ 平 成 2 7
年 度 ） か ら 現 在 に 至 る ま で 当 所 に お い て 出 荷 前 の 検
査 、 検 査 結 果 の 分 析 及 び 飼 養 技 術 指 導 を 実 施 。 育 成
技 術 の 向 上 は 図 ら れ た が 、 収 益 向 上 の 実 感 は 乏 し
く 、 令 和 6 年 度 、 認 定 制 度 の 効 果 を 評 価 。 制 度 設 立
後 、 子 牛 市 場 価 格 は 相 対 値 で 上 昇 傾 向 。 肉 用 牛 産 肉
能 力 平 準 化 促 進 事 業 に お い て 出 荷 さ れ た 牛 1 5 頭 に
つ い て 、 認 定 の 有 無 と 枝 肉 成 績 と の 関 係 を 調 査 し た
と こ ろ 、 認 定 牛 は 非 認 定 牛 と 比 較 し て 枝 肉 重 量 ：
4 9 5 . 0 k g  v s  4 2 3 . 8 k g 、 脂 肪 交 雑 ： 8 . 2 7 v s 7 . 2 5 （ い ず
れ も 平 均 値 ） と 優 良 。 さ ら に 認 定 条 件 の １ つ で あ る
育 成 時 の 日 増 体 量 と 枝 肉 重 量 と の 相 関 を 確 認 。 こ れ
ら の 検 討 結 果 を 踏 ま え 、 同 組 合 に 対 し て 認 定 牛 の 認
知 向 上 の 必 要 性 を 提 言 。 同 組 合 は 畜 産 情 報 雑 誌 等 を
通 し て 周 知 開 始 。 ま た 市 場 の 需 要 に 対 応 す べ く 、 認
定 条 件 の 一 部 変 更 を 提 案 。 今 後 も 本 取 組 等 に よ り 県
西 部 地 域 に お け る 肉 用 牛 生 産 業 の 活 性 化 を 図 る 。  
 
 
２  徳 島 家 保 本 所 に お け る 飼 養 衛 生 管 理 支 援 シ ス テ

ム を 用 い た 養 鶏 農 場 一 斉 点 検 報 告 の 準 備 作 業  
 ： 徳 島 県 徳 島 家 保  山 本 亮 平  
 

養 鶏 農 場 に お け る 飼 養 衛 生 管 理 基 準 の 基 本 的 な 管
理 項 目 に つ い て 、一 定 期 間 、毎 月 点 検 結 果 の 報 告 が 必
要 。 報 告 書 デ ー タ を 集 計 し た E x c e l フ ァ イ ル を メ ー
ル に て 国 へ 送 信 し て い た が 、 令 和 6 年 1 0 月 か ら は オ
ン ラ イ ン で 、 農 林 水 産 省 共 通 申 請 サ ー ビ ス （ e M A F F ）
の 飼 養 衛 生 管 理 支 援 シ ス テ ム に よ る 報 告 に 変 更 。 準
備 に 農 場 経 営 者 は g B i z I D 取 得 、e M A F F  I D 取 得 お よ び
農 場 台 帳 登 録 作 業 を 求 め ら れ た が 、 家 保 職 員 が 代 理
入 力 す る ケ ー ス が 多 数 。 独 自 の シ ス テ ム 設 定 に よ る
業 務 負 担 の 一 部 職 員 へ の 偏 り や 、 ブ ロ ッ ク 別 研 修 で
の 説 明 内 容 の 誤 り 等 に よ り 、 県 全 体 の 準 備 が 整 わ ず 、
当 面 の 間 は E x c e l 送 信 を 継 続 。 業 務 ス リ ム 化 の た め
に 本 作 業 は い ず れ 必 要 に な る が 、 農 場 経 営 者 の 高 齢
化 が 進 む 現 状 で は 、 本 シ ス テ ム の 利 用 環 境 が 全 国 的
に 整 う に は 時 間 を 要 し 、ま た 、都 道 府 県 や 家 保 に よ り
実 施 難 度 に 差 が 出 る と 思 わ れ る 。 本 シ ス テ ム の 利 用
促 進 に は 、不 使 用 に よ る ペ ナ ル テ ィ で は な く 、利 用 の
メ リ ッ ト を 示 す 必 要 が あ る 。  



 

３  防 疫 指 針 改 正 に 伴 う 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ（ H P A I ）病

性 鑑 定 体 制 の 再 整 備  

 ： 徳 島 県 徳 島 家 保  井 口 陽 香 、 鈴 木 幹 一 郎  

 

令 和 6 年 1 0 月 3 1 日 付 特 定 家 畜 伝 染 病 防 疫 指 針 改

正 に よ り 、 H P A I 検 査 項 目 変 更 お よ び H P A I 遺 伝 子 検

査 試 薬 （ タ カ ラ バ イ オ 社 の 新 キ ッ ト ） の 追 加 あ り 。

そ れ に 伴 い 新 キ ッ ト の 精 度 並 び に 家 保 保 有 の 自 動 核

酸 抽 出 装 置 （ Q I A c u b e 、 M a x w e l l  R S C ： 2 機 種 ） の 有

効 性 を 検 討 し 、 さ ら に H P A I 発 生 に 備 え 病 性 鑑 定 担

当 内 の 検 査 体 制 を 検 討 。 A I 検 体 （ 2 0 2 4 年 精 度 管 理

配 布 検 体 ） を 材 料 に 、 新 キ ッ ト と 従 来 試 薬 を 比 較 し

た 結 果 、 C t 値 の 差 は 0 . 5 以 下 で 有 意 差 な く 、 検 査 時

間 は 約 5 0 分 短 縮 。 核 酸 抽 出 は 従 来 の 手 抽 出 法 と 自

動 核 酸 抽 出 装 置 2 機 種 の 3 法 を 比 較 し た 結 果 、 C t 値

の 差 は 1 以 下 で 有 意 差 な く 、 約 3 0 分 短 縮 。 追 加 試

薬 や 自 動 核 酸 抽 出 装 置 は 、 従 来 法 に 比 べ 操 作 が 簡 便

な 上 に 作 業 時 間 が 短 縮 。 新 キ ッ ト と 自 動 核 酸 抽 出 装

置 を 検 査 手 順 マ ニ ュ ア ル に 追 加 し 、 病 性 鑑 定 担 当 内

で 発 生 を 想 定 し た 演 習 を 実 施 。 H P A I 発 生 時 に 少 人 数

で も 迅 速 か つ 正 確 に 対 応 可 能 な 体 制 を 整 備 し た 。  

 

【 第 二 部 】  

 

４  管 内 ３ 農 場 で の 流 行 性 出 血 病 ウ イ ル ス ( 血 清 型

６ ) 感 染 事 例  

： 徳 島 県 西 部 家 保  森 川 か ほ り 、 山 本 由 美 子  

 

 2 0 2 4 年 1 1 月 下 旬 、 A 農 場 で 黒 毛 和 種 繁 殖 雌 牛

( 1 1 5 ヶ 月 齢 ) が 、 発 熱 、 食 欲 低 下 、 飲 水 逆 流 、 泡 沫

性 流 涎 を 呈 し 、 血 液 検 査 で 白 血 球 数 減 少 、 脱 水 を 確

認 。 血 球 か ら 流 行 性 出 血 病 ウ イ ル ス 血 清 型 6 ( E H D V -

6 ) 特 異 遺 伝 子 検 出 。 加 療 す る も 改 善 せ ず 鑑 定 殺 実

施 。 病 理 解 剖 検 査 で 、 食 道 の 弛 緩 確 認 。 舌 及 び 食 道

か ら E H D V - 6 の 特 異 遺 伝 子 検 出 。 感 染 状 況 確 認 の た

め 、 無 症 状 の 同 居 牛 8 頭 の 遺 伝 子 検 査 を 実 施 し 、 4

頭 か ら E H D V - 6 特 異 遺 伝 子 検 出 。 B 農 場 で 1 1 月 初 旬

か ら 発 熱 、 乳 房 炎 、 泌 乳 量 減 少 を 呈 す 個 体 を 多 数 確

認 。 血 液 検 査 で は 、 共 通 所 見 な し 。 乳 汁 検 査 で は 、

有 意 細 菌 、 マ イ コ プ ラ ズ マ 未 検 出 。 1 5 頭 の 遺 伝 子 検

査 を 実 施 し 、 5 頭 か ら E H D V - 6 特 異 遺 伝 子 検 出 。 発

熱 、 泌 乳 量 低 下 へ の E H D V - 6 の 関 与 示 唆 。 C 農 場 で

1 2 月 初 旬 死 産 胎 子 及 び 母 牛 か ら E H D V - 6 特 異 遺 伝 子

検 出 。 管 内 3 農 場 で 感 染 が 確 認 さ れ た こ と か ら 、 県

内 初 の E H D V - 6 流 行 示 唆 。 E H D V - 6 感 染 の 症 状 は 多 様

で あ る 可 能 性 が あ り 、 今 後 症 例 の 蓄 積 が 必 要 。  



 

５  乳 房 炎 検 査 に お け る 乳 汁 保 存 条 件 の 検 討  

 ： 徳 島 県 徳 島 家 保  下 田 真 暉 、 山 本 亮 平  

 

 乳 房 炎 検 査 の 際 、 農 場 主 が 自 ら 検 体 を 採 材 ・ 保 管

す る 場 合 が あ る 。 し か し 、 保 管 方 法 に 規 定 は な く 、

検 査 結 果 へ の 影 響 も 不 明 。 今 回 、 管 内 一 酪 農 場 で

C M T 変 法 の 結 果 を 基 に 検 体 を 抽 出 。 採 材 後 の 乳 汁 の

保 存 温 度 や 時 間 経 過 に よ る 乳 汁 中 の 生 菌 数 変 動 を 調

査 。 細 菌 培 養 検 査 を 実 施 し 生 菌 数 を 測 定 。 結 果 、 常

温 保 存 お よ び 4 ℃ 保 存 の い ず れ も 、 全 検 体 で 時 間 経

過 に 伴 い 生 菌 数 が 変 動 し た が 、 後 者 の 方 が 変 動 は 小

さ か っ た 。 常 温 保 存 で は 時 間 経 過 に よ り 新 た な 菌 種

が 多 数 出 現 。 4 ℃ 保 存 で は 過 半 数 の 検 体 で 、 採 材 直

後 か ら 8 時 間 後 ま で 主 要 な 菌 種 に 変 化 な し 。 一 方 、

4 ℃ 保 存 で も 1 . 5 時 間 以 上 経 過 後 に 培 養 す る と 、 主

要 な 菌 種 が 採 材 直 後 の 培 養 時 と は 変 化 し た 検 体 あ

り 。 乳 汁 の 保 存 温 度 と し て 常 温 よ り も 4 ℃ の 適 性 を

確 認 し 、 保 存 時 間 に つ い て は 4 ℃ で 保 存 し て い て も

可 能 な 限 り 迅 速 に 検 査 に 供 す る こ と を 推 奨 。  

 

 

６  E n t e r o c o c c u s  c e c o r u m に よ る 週 齢 ご と の 病 態  

： 徳 島 県 徳 島 家 保  小 原 彩 子 、 山 本 亮 平  

 

管 内 一 肉 用 鶏 農 場 で 脚 弱 が 多 発 し 、 病 性 鑑 定 を 実

施 。 E n t e r o c o c c u s  c e c o r u m （ E C ） に よ る 脊 椎 腫 瘤 が

原 因 と 診 断 。 E C の 病 態 解 明 の た め に 、 同 鶏 舎 で 次 回

ロ ッ ト の 2 週 齢 か ら 出 荷 ま で 毎 週 3 羽 の 病 性 鑑 定 を

実 施 。 2 週 齢 は 活 力 あ り 、 脚 弱 な し 。 だ が 、 1 検 体

の 主 要 臓 器 か ら E C 分 離 。 3 週 齢 か ら 活 力 低 下 や 脚 弱

が 散 発 。 脚 弱 よ り 活 力 低 下 が 多 い と 稟 告 。 脚 弱 検 体

（ 1 / 3 ） は 、 第 六 胸 椎 付 近 腫 大 、 軽 度 心 外 膜 炎 。 活

力 低 下 検 体 （ 2 / 3 ） は 、 重 度 心 外 膜 炎 。 と も に 主 要

臓 器 か ら E C 分 離 。 4 週 齢 以 降 は 、 活 力 低 下 は 減 少 し

た が 、 脚 弱 多 数 。 第 六 胸 椎 付 近 腫 大 病 変 が 増 加 し 、

心 外 膜 炎 は 継 続 、 E C が 分 離 さ れ る 臓 器 は 減 少 。 以 上

よ り 、 E C は 3 週 齢 ま で は 敗 血 症 を 発 症 し や す く 、 3

週 齢 以 降 、 第 六 胸 椎 付 近 に 腫 瘤 を 形 成 し 脚 弱 を 誘 発

す る と 推 測 。 活 力 低 下 や 脚 弱 発 症 以 前 に 細 菌 検 査 を

実 施 し 、 適 正 な 抗 菌 生 剤 投 与 を 実 施 す る こ と が 経 済

的 損 失 低 減 に つ な が る と 考 察 。  

 

 

 

 

 



 

７  肉 養 鶏 農 場 の E n t e r o c o c c u s  c e c o r u m に よ る 化

膿 性 脊 椎 炎  

： 徳 島 県 西 部 家 保  岡 脇 良 奈 、 山 本 由 美 子  

 

2 0 2 4 年 9 月 、 管 内 肉 養 鶏 農 場 で 4 週 齢 頃 か ら 脚 弱

と 発 育 の ば ら つ き を 認 め 、 淘 汰 羽 数 が 増 加 。 同 一 管

理 者 が 飼 養 す る 2 農 場 に お い て 、 3 1 日 齢 及 び 3 2 日

齢 で 病 性 鑑 定 を 実 施 。 病 理 解 剖 検 査 で は 、 第 六 胸 椎

付 近 の 腫 大 、 心 外 膜 炎 を 確 認 。 細 菌 検 査 で は 、 第 六

胸 椎 付 近 腫 大 部 か ら E n t e r o c o c c u s  c e c o r u m （ E C ） を

分 離 。 同 部 位 の 病 理 組 織 学 的 検 査 で は 、 椎 体 に グ ラ

ム 陽 性 球 菌 を 伴 う 壊 死 性 病 変 形 成 。 以 上 の 所 見 よ り

E C 感 染 症 と 診 断 。 ア ン ピ シ リ ン を 3 日 間 投 与 し 、 そ

の 後 は 淘 汰 羽 数 減 少 、 出 荷 成 績 良 好 。 本 病 は 症 状 出

現 前 の 抗 生 剤 投 与 が 有 効 と さ れ て い る が 、 投 与 に 最

適 な 日 齢 は 不 明 。 投 与 時 期 検 討 の た め 、 同 農 場 で 1

週 齢 ご と に モ ニ タ リ ン グ 検 査 を 実 施 。 2 2 日 齢 の 検 査

個 体 か ら E C が 分 離 さ れ た た め 、 ア ン ピ シ リ ン 投

与 。 E C 感 染 症 は 、 世 界 中 の 養 鶏 産 業 に 重 大 な 損 失 を

も た ら し て お り 、 国 内 発 生 報 告 も 増 加 傾 向 に あ る

が 、 県 内 発 生 報 告 は 僅 少 で あ り 、 症 例 の 蓄 積 と 対 策

の 確 立 が 課 題 。   

 

 

８  洗 浄 消 毒 効 果 の 把 握 を 目 的 と す る 入 雛 前 鶏 舎 内

ふ き 取 り 検 査 の 有 用 性  

： 徳 島 県 徳 島 家 保  可 児 宏 章 、 山 田 み ち る  

 

管 内 養 鶏 農 家 に お い て 、 鶏 舎 内 の 洗 浄 消 毒 効 果 を

視 覚 的 に 評 価 す る た め 、 入 雛 前 鶏 舎 内 ふ き 取 り 検 査

を 実 施 。出 荷 か ら 入 雛 ま で の 各 作 業 、鶏 舎 構 造 お よ び

設 備 を 調 査 。 新 型 鶏 舎 1 棟 と 旧 型 鶏 舎 1 棟 ( 計 2 棟 )

を 検 査 対 象 に 設 定 し 、 入 雛 準 備 終 了 後 の 5 月 に 1 回

目 の 検 査 を 実 施 。 鶏 舎 壁 面 、 給 餌 器 、 給 水 器 等 1 鶏 舎

あ た り 2 6 検 体 を 採 材 。 洗 浄 消 毒 効 果 の 指 標 と し て 腸

内 細 菌 群 を 調 査 。 新 型 鶏 舎 で は 1 5 検 体 、 旧 型 鶏 舎 で

は 1 2 検 体 で 腸 内 細 菌 群 を 分 離 。 両 鶏 舎 と も 給 餌 器 お

よ び 給 水 器 か ら 高 率 に 菌 が 分 離 さ れ 、 洗 浄 消 毒 が 不

十 分 な 洗 浄 消 毒 重 要 点 と し て 指 導 。 8 月 に 同 鶏 舎 で 2

回 目 の 検 査 を 実 施 し 、 腸 内 細 菌 群 分 離 検 体 数 は そ れ

ぞ れ 7 検 体 、 3 検 体 に 減 少 。 洗 浄 消 毒 重 要 点 設 定 の 有

用 性 が 示 さ れ た 。今 後 は 分 離 菌 数 、検 査 実 施 時 期 等 の

外 的 要 因 に も 注 目 し 、 入 雛 前 の 分 離 菌 数 と 出 荷 率 等

の デ ー タ を 収 集 ・ 分 析 、洗 浄 消 毒 効 果 の 指 標 設 定 を 目

指 す 。  

 



【 第 三 部 】  

 

９  豚 の 肉 質 改 良 の 指 標 と な る 1 塩 基 多 型 の 探 索  

 ： 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー  

  畜 産 研 究 課  新 居 雅 宏 、 武 田 真 城 、 飯 塚 悟  

 

豚 肉 で 商 品 価 値 の 高 い 胸 最 長 筋 は P S E 肉 と 呼 ば れ

る 肉 質 に 劣 る 個 体 の 多 い こ と が 問 題 と な っ て い る 。

そ こ で 、 遺 伝 的 改 良 の 指 標 と な る 1 塩 基 多 型 ( S N P ) の

探 索 を 行 っ た 。当 研 究 課 に お い て 飼 養 、出 荷 し た 大 ヨ

ー ク シ ャ ー ( W ) 1 9 0 頭 、ラ ン ド レ ー ス ( L ) 1 1 0 頭 、W L 1 7 1

頭 及 び デ ュ ロ ッ ク ( D ) 6 9 頭 の 肉 質 形 質 測 定 と P R K A G 3
遺 伝 子 内 7 個 の S N P を T a q M a n  S N P 判 定 試 薬 を 用 い て

リ ア ル タ イ ム P C R に よ り 判 定 。各 種 形 質 に つ い て S N P

の 遺 伝 子 型 に 基 づ き 、 一 元 配 置 の 分 散 分 析 に よ り 差

を 検 定 。 結 果 、 7 個 の S N P の う ち 、 r s 1 1 0 8 3 9 9 0 7 7 で

は D と L に お い て 、 A を 持 つ 群 で ド リ ッ プ が 減 少 し 、

肉 質 に 優 れ る 傾 向 が 示 さ れ る 一 方 、W で は L 及 び D と

逆 の 効 果 が 示 さ れ た 。 L 及 び D で は r s 1 1 0 8 3 9 9 0 7 7 を

選 抜 時 の 指 標 と し て 用 い る こ と で ド リ ッ プ の 少 な い

肉 質 へ の 改 良 が 可 能 と 考 察 さ れ た 。  

 

 

1 0  サ イ レ ー ジ の 好 気 的 変 敗 防 止 技 術 の 検 討  

： 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー  

畜 産 研 究 課  白 田 英 樹 、 福 井 弘 之  

  

 近 年 、 世 界 的 な 気 候 変 動 等 に よ る 輸 入 飼 料 価 格 の

高 騰 も あ り 、 国 産 飼 料 の 生 産 と 利 用 が 課 題 と な っ て

い る 。 そ の 中 で 、濃 厚 飼 料 も 自 給 率 の 向 上 が 求 め ら

れ て い る 。  

 そ こ で 、国 産 濃 厚 飼 料 の 生 産 拡 大 の 手 段 と し て 、水

田 を 活 用 し た「 イ ア コ ー ン サ イ レ ー ジ 」が 注 目 さ れ て

お り 、 こ れ は 飼 料 用 ト ウ モ ロ コ シ の 雌 穂 を 収 獲 調 整

し た も の で 、 栄 養 価 が 高 く 牛 や 豚 に 給 与 で き る 。  

 「 イ ア コ ー ン サ イ レ ー ジ 」の 課 題 の 一 つ が 給 与 時 の

変 敗 で あ り 、今 回 は 、給 与 時 に お け る ロ ー ル 開 封 後 の

変 敗 防 止 技 術 の 検 討 を 行 っ た 。  

 「 密 着 フ ィ ル ム 」 や 「 発 泡 ス チ ロ ー ル の 蓋 」 を 活 用

す る 事 で 、 ロ ー ル 開 封 後 1 5 3 時 間 経 過 以 降 も 室 温 程

度 の 温 度 で 推 移 し た 。  

 サ イ レ ー ジ の p H は 、 ロ ー ル 開 封 後 4 日 目 か ら 対 照

区 の p H 上 昇 が 見 ら れ 、 試 験 区 の 上 昇 は 緩 や か で 、 変

敗 が 起 こ り や す い 夏 季 の 高 温 下 で も 、 変 敗 防 止 効 果

が あ る 事 が 示 唆 さ れ た 。  

 


